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　森繁久弥作詞作曲の“知床旅情”の一節に、
　♪知床の岬に　はまなすの咲くころ　思い出しておくれ俺たちの事を…♪
　北海道に自生する美しいハマナスの花。かつては花から香料を採ったそうです。
　香りがする花を描いてみました。
� 会員　山岡　正子　

北の思い出　北海道を旅して
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平
成
二
十
三
年
度
定
時
総
会
が
五
月
三
十
一
日
（
火
）
午
後
一
時
か
ら

甲
田
文
化
セ
ン
タ
ー
ミ
ュ
ー
ズ
で
、会
員
総
数
三
三
四
名
中
二
四
〇
名（
う

ち
書
面
に
よ
る
議
決
権
一
二
九
名
）
の
出
席
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
は
じ
め
に
、
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
に
黙
と
う
を
捧
げ
、
坪
井

克
己
理
事
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
来
賓
と
し
て
浜
田
一
義
安
芸
高
田
市

長
、
藤
井
昌
之
市
議
会
議
長
、
児
玉
浩
県
議
会
議
員
、
武
岡
隆
文
福
祉
保

健
部
長
の
ご
臨
席
を
賜
わ
り
、
三
名
の
方
々
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

合
せ
て
ご
紹
介
を
し
、
住
吉
二
郎
会
員
を
議
長
に
選
出
、
議
事
に
入
り
ま

し
た
。

　

平
成
二
十
二
年
度
の
事
業
報
告
に
つ
い
て
は
、
定
款
の
定
め
に
も
と
づ

い
て
報
告
を
行
い
、
決

算
関
係
の
書
類
に
つ
い

て
は
、
原
案
ど
お
り
に

可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
二
十
三
年
度
の

事
業
計
画
書
及
び
収
支

予
算
書
に
つ
い
て
は
定

款
の
定
め
に
よ
り
報
告

を
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
事
は
滞
り
無
く
終

り
、
公
益
社
団
法
人
と

し
て
始
め
て
の
定
時
総

会
を
無
事
終
了
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き

　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た　６月１日中国新聞社会事業団に寄託いた

しました。

平成23年度 定時総会



公益社団法人　安芸高田市シルバー人材センター会報2011（平成23）年８月10日

（ 3 ）

　公益社団法人制度改革に伴い、平成23年３月22日に、広島県知事より「公益社団法人安芸高田
市シルバー人材センター」として認定を受け、平成23年４月１日に登記をすませ、公益社団法人と
して新たにスタートしました。
　公益性のある法人として認められたことで、今まで以上に地域社会から信頼を得ることができま
すが、責任の重さを痛感しています。
　会員の皆様のご支援とご協力をいただきながら、より公益性を踏まえたセンター事業を積極的に
展開していく所存でありますので、今後ともよろしくお願いいたします。

役 員 名 簿

公益社団法人としてスタート

平成23年４月1日（敬称略）

　※必要に応じて、理事長及び事務局長を含む。

■普及啓発・福利厚生部会 ■総務部会 ■事業部会

役員（理事・監事）

専門部会

安全委員会 総括地域委員会

役　職　名 氏　　名 役職名 氏　　名 役職名 氏　　名
代表理事（理  事  長） 坪 井 克 己 理 事 山 岡 正 子 理 事 新 田 琢 磨
理　　 事（ 副 理 事 長 ） 金 川 末 夫 理 事 行　友　　　勉 理 事 児　玉　征之助
業務執行理事（常務理事兼事務局長） 三 木 鐵 也 理 事 実 方 政 義 理 事 三 戸 秀 世

理 事 山 口 康 文 理 事 小　積　　　讓 理 事 渡 邉 徹 也
理 事 沖 田 一 夫 理 事 藤 原 憲 司 監 事 川 角 一 郎
理 事 小 川 忠 昭 理 事 中 川 隆 士 監 事 兼 近 浩 三

役職名 氏　　名
部 会 長 児　玉　征之助
副部会長 山 岡 正 子
部 会 員 沖 田 一 夫
部 会 員 金 川 末 夫
部 会 員 小 川 忠 昭
部 会 員 小　積　　　讓
部 会 員 新 田 琢 磨

役職名 氏　　名
部 会 長 行　友　　　勉
副部会長 山 口 康 文
部 会 員 三 戸 秀 世

役職名 氏　　名
部 会 長 中 川 隆 士
副部会長 渡 邉 徹 也
部 会 員 実 方 政 義
部 会 員 藤 原 憲 司

役職名 氏　　名
委 員 長 佐々木　　　博
副委員長 近 野 信 之
委 員 小 原 修 三
委 員 玉 川 康 男
委 員 佐々木　眞　三
委 員 宮 田 浩 之

役職名 氏　　名 役職名 氏　　名
委 員 長 沖 田 一 夫 委 員 玉 川 康 男
副 委 員 長 宮 田 浩 之 委 員 佐々木　眞　三
委 員 三 戸 秀 世 委 員 佐々木　　　博
委 員 中 川 隆 士 委員（職員） 木　下　　　豊
委 員 小　積　　　讓 委員（職員） 国　信　ゆりこ
委 員 近 野 信 之 委員（職員） 吉　野　美知子
委 員 小 原 修 三 委員（職員） 渡　辺　美智子
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◦
安
全
を　

い
つ
も
心
に　

余
裕
の
行
動

�

三
戸
　
秀
世
　
　
高
宮
町
　

◦
一
寸
待
て
、
作
業
前
の
再
チ
ェ
ッ
ク

�

冨
田
　
　
忠
　
　
八
千
代
町

◦
点
呼
よ
し
、
機
械
よ
し
、
み
ん
な
で
守
る
安
全
就
業

�

実
方
　
政
義
　
　
甲
田
町
　

◦
保
護
具
着
用　

意
識
づ
け
が　

身
を
守
る

�

山
中
　
義
紘
　
　
甲
田
町
　

◦
も
う
一
度　

声
か
け
合
っ
て　

確
認
を

�

高
松
ヤ
エ
コ
　
　
向
原
町
　

◦
油
断
と
急
ぐ
気
持
ち
が　

事
故
ま
ね
く

�

飯
森
　
義
明
　
　
吉
田
町
　

�

（
順
不
同
）

　

平
成
二
十
三
年
度
「
安

全
就
業
強
化
月
間
」
啓
発

活
動
と
し
て
、
会
員
の
安

全
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
安
全
標

語
の
募
集
を
行
っ
た
と
こ

ろ
三
十
八
点
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　

五
名
の
選
考
委
員
に
よ

り
厳
正
な
審
査
が
行
わ

れ
、
次
の
六
名
の
会
員
の

作
品
が
入
賞
さ
れ
ま
し

た
。

高
齢
者
向
け
料
理
講
習
会

　
　
二
月
十
五
日
　
二
十
名

平成23年度　安全就業標語入賞

講習会講習会
献 立

ごはん
鶏肉のヨーグルト煮込み

野菜の三色あえ

ツナとキャベツのスープ

炊飯器でチーズケーキ

平
成
二
十
三
年
度
　
安
全
就
業
標
語
入
賞
作
品

　

安
芸
高
田
市
栄
養
士 

竹
本

智
子
氏
を
講
師
に
、
ク
リ
ス

タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
調
理
室
で
、

高
齢
者
向
け
料
理
講
習
会
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
20
名
の
う
ち
男
性
が
10

名
参
加
さ
れ
、
食
の
大
切
さ
、
料
理
の
大
切
さ
、

調
理
は
、
あ
ら
ゆ
る
脳
の
機
能
を
使
う
た
め
、

認
知
症
に
な
り
に
く
い
等
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
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安全パトロール

交
通
安
全
講
習
会

　
七
月
十
一
日

　
甲
田
会
場
　
三
十
四
名

　
七
月
十
四
日

　
吉
田
会
場
　
三
十
五
名

春の剪定講習会　　６月17日　38名 刈払機取扱講習会　　６月2日　55名

講習会講習会

　

土
師
ダ
ム
記
念
公
園
に
て

㈱
立
川
園
芸
土
木 

立
川
諭
氏

を
講
師
に
招
き
、松
の
み
ど
り
摘
み
、

植
木
の
管
理
に
つ
い
て
、
専
門
的
な

ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

土
師
の
ど
ご
え
公
園
多
目
的
広
場

に
て
、高
田
郡
森
林
組
合 

豊
原
稔
和

氏
、
谷
岡
正
登
氏
、
広
島
ビ
ー
バ
ー

サ
ー
ビ
ス 

高
橋
正
明
氏
を
講
師
に
招

き
、
刈
払
機
の
取
扱
や
、
安
全
整
備

に
つ
い
て
、
実
習
し
ま
し
た
。

　

安
芸
高
田
警
察
署
交
通
課

平
田
孝
義
警
部
補
を
講
師
に

吉
田
・
甲
田
会
場
で
、
交
通

安
全
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
高
齢
者
の
運
転
は
、
体

力
・
運
動
感
覚
が
衰
え
、
瞬

間
の
動
作
が
遅
く
な
り
ま

す
。
危
険
察
知
を
常
に
考
え

た
運
転
の
連
続
で
あ
る
こ
と

を
自
覚
し
ま
し
ょ
う
。

　７月26日、安全委
員９名事務局３名の
３班編成で市内６町
をパトロールしまし
た。
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熱中症の種類と対策
・めまい
・立ちくらみ
・筋肉痛
・汗がとまらない

●風通しの良い日陰やクー
　ラーの効いている室内な
　どへ行きましょう。

涼しい環境への避難

●スポーツドリンクが最適
　です。

水分・塩分を補給

・頭痛
・吐き気
・体がだるい
　（倦怠感）
・虚脱感

・意識がない　・けいれん　・高い体温である
・呼びかけに対し返事がおかしい
・まっすぐに歩けない、走れない

●自分で水分・塩分補給で
　きなければすぐに病院へ
　行きましょう。

「軽」の対処法に加え

●衣服を脱がせて、体から熱の放散を助けます。
●肌に水をかけて、うちわや扇風機などで扇ぎ冷やします。
●氷のうや冷水で冷やしたタオルなどを首、わきの下、足
　の付け根にあてて血液を冷やします。
●すぐに救急車を要請します。

「軽」の対処法に加え脱衣と冷却

体を冷やすとともに頭に血液
がいくように、足を高い位置
に上げましょう。 太い血管のあるわきの下、首、足の付け根・股の間を冷やします。

軽 中

重

事務局だより

下
見
・
見
積
り
は
必
ず
お
客
様
に 

連
絡
し
て
か
ら
伺
い
ま
し
ょ
う

　

作
業
予
定
日
を
連
絡
し
て
伺
う
の
は
当
然
の
こ
と

で
す
が
、
作
業
前
の
下
見
・
見
積
り
へ
行
く
際
に
も
、

必
ず
事
前
に
発
注
者
へ
連
絡
し
、
了
解
を
い
た
だ
い

て
く
だ
さ
い
。

　

連
絡
を
と
ら
ず
に
行
く
と
、
発
注
者
に
迷
惑
が
か

か
り
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

早
朝
の
作
業
は
、 

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

就
業
場
所
の
近
隣
に
、
民
家
が
あ
る
場
合
、
午
前

八
時
よ
り
早
く
草
刈
機
・
ト
リ
マ
等
を
使
用
す
る
と
、

機
械
の
音
が
日
中
の
作
業
時
よ
り
音
が
よ
く
響
き
、

迷
惑
に
な
る
た
め
、
周
辺
を
十
分
に
確
認
の
う
え
作

業
し
て
く
だ
さ
い
。

無
届
け
就
業
を
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

　

就
業
先
の
発
注
者
宅
で
、仕
事
の
追
加
、

変
更
ま
た
は
新
規
の
発
注
の
お
話
が
会
員

さ
ん
に
あ
っ
た
時
は
、
必
ず
セ
ン
タ
ー
に

連
絡
し
仕
事
の
受
付
や
変
更
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

セ
ン
タ
ー
の
知
ら
な
い
無
届
け
就
業
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
や
事
故
等
が
発
生
し
た
場

合
、
セ
ン
タ
ー
は
一
切
無
関
係
と
な
り
、

会
員
さ
ん
自
身
の
自
己
責
任
と
し
て
解
決

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
保
険
は
、
無
届
け
就

業
や
交
通
事
故
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

就
業
報
告
書
の 

提
出
に
つ
い
て

　

就
業
報
告
書
は
発
注
者
へ
の

請
求
書
や
会
員
の
配
分
金
を
計

算
す
る
大
事
な
書
類
で
す
。
作

業
が
終
了
し
た
ら
発
注
者
の
確

認
印
を
も
ら
っ
て
、
早
め
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

月
末
ま
で
就
業
す
る
場
合

は
、
翌
月
３
日
ま
で
に
は
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
就
業
報

告
書
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、
発

注
者
へ
の
請
求
、
会
員
へ
の
配

分
金
の
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

2012年（平成24年）版
「会員手帳」のお知らせ

　会員手帳として、見やすく、使いやすく、そしてお求め
やすい価格で提供しています。
　会員の皆さま、お一人おひとりに、ぜひお持ちいただき
たい手帳です。

会員手帳の主な内容

◆月別カレンダー、週間スケジュール
◆会員の心得、シルバー人材センターとは
◆シルバー人材センター団体傷害保険のあらまし
◆シルバー人材センター福祉・家事援助
サービス憲章

◆配分金収入等に対する所得税の取り扱い
について

◆健康メモ、備忘録、体のチェック、医療
機関の方々へ、年齢早見表

◆全シ協優待割引宿泊施設一覧
◆会員証等がはさみ込める便利なポケッ
ト、別冊住所録付

◆明るいカバー色は女性会員にも好評

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
五
カ
月
。

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
復
旧

を
祈
る
ば
か
り
で
す
。
義
援
金
に

ご
協
力
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
暑
さ
は
こ
れ
か
ら
で

す
。
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
注

意
し
な
が
ら
お
互
い
頑
張
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

編

集

後

記

残
暑
お
見
舞
い
　
　

　
　
申
し
上
げ
ま
す

●12月頃販売の予定です。（200円）

表紙の色はシルバーです

シルバー人材センター

2012  　　

会員手帳


